
 

 

 

  

 

 

 

 

 

静岡県立大学グローバル地域センターでは、標記研究報告会を開催します。 

報道機関の皆様におかれましては、当日の取材に御協力をお願いします。 

１ 趣 旨 

 1978年、中国政府は毛時代の鎖国政策に終止符を打ち、改革・開放政策を推進した。経済の自由

化政策により、中国経済は飛躍的な成長を成し遂げた。一方、所得分配の平準化政策が十分に講じ

られていないため、所得格差は日増しに拡大している。加えて、共産党幹部の腐敗は、ガバナンス

機能が十分に機能していないため、その規模が拡大し、格差の拡大を助長している。 

格差の拡大は社会不安をもたらし、人々の不満を募らせている。習政権は所得格差の拡大を問題視

し、共同富裕政策の実施を公約に掲げている。 

問題意識として共同富裕は間違っていないが、それを如何に実現するかが問題である。三期目に

突入する習政権はいかにして共同富裕の公約を実現するのだろうか。本研究会で模索した、研究の

成果を皆様へ還元する。 
  
２ 日 時  令和６年１月 15日（月）13:30～15:20（開場：13:00） 
 
３ 会 場  静岡県総合研修所１F もくせい会館富士ホール 

（静岡市葵区鷹匠３－６－１） 

４ 内 容 

項 目 内 容 

開会挨拶・研究報告 

(13:30～14:05) 
静岡県立大学グローバル地域センター 特任教授 柯隆（か りゅう） 

コメント① 

（14:05～14:20） 
一般財団法人キヤノングローバル戦略研究所研究主幹 岡嵜 久実子（おかざきくみこ）  

コメント② 

（14:20～14:35） 
株式会社ニッセイ基礎研究所主任研究員 片山 ゆき 

コメント③ 

 （14:35～14:50） 
京都大学大学院 総合生存学館准教授 関山 健（せきやま たかし） 

コメント④ 

 （14:50～15:05） 
アジア開発銀行研究所 総務次長 富澤 克行（とみざわ かつゆき） 

（15:05～15:20） 質問・閉会 

 

５ 参加者    ・60名 ※定員に達したため、受付終了 

 

６ その他 チラシはグローバル地域センター公式サイトでご確認ください 

https://www.global-center.jp/holding_guidance/20240115/ 

 

 

  

研究報告会 

中国「共同富裕」政策と三期目の習近平政権の経済政策 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠３-６-１ もくせい会館２階 

 静岡県立大学グローバル地域センター 

 電話 054-245-5600、FAX 054-245-5603 

 メールアドレス glc（ここに＠を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp 
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提供日  2024/1/5 

タイトル 研究報告会 中国「共同富裕」政策と三期目の習近平政権の経済政策 

担  当 静岡県立大学グローバル地域センター 

連 絡 先 tel:054-245-5600、mail:glc（ここに@を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp 


